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主  題：何よりも価値のあるお方へ 

聖書箇所：ヨハネの福音書１２章１－１１節 

 

この朝、いっしょに見たいみことばは、ヨハネの福音書１２章です。特に、１－１１節を中心に神様の

教えに耳を傾けてみたいと思います。その内容に入る前に、皆さんに一つ質問があります。改めて、よく

考えてみてください。あなたにとってイエス・キリストは、どれほど価値があるお方でしょうか。私たち

はいろいろな場面で、「イエス様はすばらしい方です」、「この方は、私にとってのすべてです」と口にす

ることがあります。しかし、実際はどうでしょうか？日々の生活の中で、私たちはどのくらい真剣に、こ

の方の価値を考えているでしょうか？もしイエス様に最高の価値を置いているのであれば、そのような

お方に対してどのような愛を示して、どのような礼拝をささげようとしているでしょうか？ 

●ジョージ・ビバリー・シェー 

かつて、ジョージ・ビバリー・シェーという人物がいました。後に、世界的に有名な宣教師ビリー・グ

ラハムとともに歩み、世界中で賛美歌を歌うことになるバリトン歌手です。そんな彼が２３歳だった時、

人生を左右する大きな分岐点に立ちました。当時、家族の経済的状況から大学を中退して、保険会社で働

いていた彼のもとに、ある日、夢のようなチャンスが舞い込んでくるのです。それは、ニューヨークの音

楽業界から届いたプロ歌手としてのオファーでした。そこには莫大な給与と輝かしい名声、そして、だれ

もがうらやむような社会的地位が約束されていました。これを手に入れれば、これまでの苦労が、一瞬に

して吹き飛び、成功者の仲間入りができました。しかし、一方で彼には福音のために、教会やラジオで、

賛美を歌い続ける道もありました。彼は、長い時間熱心に祈りました。そして、彼はそのオファーを断り、

キリストのために歌う人生を選んだのです。また、彼が日曜日の朝、自宅のピアノに向かっていた時、母

親が置いていた一つの詩に出会います。その詩には、人の選択についての美しいメッセージが込められ

ていました。その詩を読んで、心を揺さぶられた彼は、その場でピアノを弾いて、メロディーを紡ぎ出し

ました。その賛美が、今も世界中で歌われ続けている賛美歌、“キリストには代えられません”です。日

本語の１番の歌詞にもこのように記されていました。 

キリストには代えられません 世の宝もまた富も 

このお方が私に代わって死んだゆえです 

世の楽しみを去れ 世の誉れよ行け 

 キリストには代えられません 世の何ものも（作詞 レア・ミラー） 

シェーには、有名になる機会がありました。しかし、有名になることよりも主に従順であることを選択し

ました。彼には富や地位を手にする機会が目の前にありました。しかし、何を手にするよりもキリストを

手にすることを選びました。いったいどうしてでしょうか？彼にとって、イエス様は何よりも価値のあ

るお方だったからです。測り知ることができない価値を知っていたからこそ、彼はこのお方のために喜

んで、すべてのものをささげようとしたのです。 

この朝、私たちがいっしょに見るヨハネ１２章にも、同じようにしてイエス様の価値を知っていたひ

とりの女性が描かれています。その女性はマリヤです。マリヤはイエス様のことを何よりも深く愛して

いました。彼女はその愛のゆえに、イエス様の前にささげ物をささげ、心からの礼拝を表していました。

イエス様の価値を本当に知っている者であれば、だれであれその方を前にした時、傍観者ではいられま

せん。礼拝者として、自分の持てるものを喜んでささげようとするということです。果たして、私たち自

身はキリストの価値に、本当に目を留めているでしょうか？そして、私はそれを知っていると言うので

あれば、その価値は日々の選択や歩みのうちに、どのように現れているでしょうか？そのことをきょう



は、いま一度、みことばからいっしょに考えてみましょう。特に、ここで礼拝をささげていたマリヤの姿

から、イエス様を愛して、礼拝する者に欠かせない三つの模範を見てみたいと思います。イエス様を心か

ら愛していた女性が示した模範は、いったいどのようなものだったのか、まずはみことばをお読みしま

すのでよく見てください。 

ヨハネ１２：１－１１ 

「:1 イエスは過越の祭りの六日前にベタニヤに来られた。そこには、イエスが死人の中からよみがえらせた

ラザロがいた。:2 人々はイエスのために、そこに晩餐を用意した。そしてマルタは給仕していた。ラザロ

は、イエスとともに食卓に着いている人々の中に混じっていた。:3 マリヤは、非常に高価な、純粋なナル

ドの香油三百グラムを取って、イエスの足に塗り、彼女の髪の毛でイエスの足をぬぐった。家は香油のかお

りでいっぱいになった。:4 ところが、弟子のひとりで、イエスを裏切ろうとしているイスカリオテ・ユダ

が言った。:5 「なぜ、この香油を三百デナリに売って、貧しい人々に施さなかったのか。」:6 しかしこう

言ったのは、彼が貧しい人々のことを心にかけていたからではなく、彼は盗人であって、金入れを預かって

いたが、その中に収められたものを、いつも盗んでいたからである。:7 イエスは言われた。「そのままにし

ておきなさい。マリヤはわたしの葬りの日のために、それを取っておこうとしていたのです。:8 あなたが

たは、貧しい人々とはいつもいっしょにいるが、わたしとはいつもいっしょにいるわけではないからです。」：

9 大ぜいのユダヤ人の群れが、イエスがそこにおられることを聞いて、やって来た。それはただイエスのた

めだけではなく、イエスによって死人の中からよみがえったラザロを見るためでもあった。:10 祭司長たち

はラザロも殺そうと相談した。:11 それは、彼のために多くのユダヤ人が去って行き、イエスを信じるよう

になったからである。」 

〇マリヤに見られる三つの模範 

１． 喜んでささげること １－３ａ節  

マリヤのうちに見て取れる一つ目の模範は、喜んでささげることです。イエス様の価値を知っている

者のうちには、惜しまずにささげたいという思いが自然に生まれてくるのです。今回の場面がこのよう

に始まっていました。「:1 イエスは過越の祭りの六日前にベタニヤに来られた。そこには、イエスが死人の中か

らよみがえらせたラザロがいた。:2 人々はイエスのために、そこに晩餐を用意した。そしてマルタは給仕してい

た。ラザロは、イエスとともに食卓に着いている人々の中に混じっていた。」と。この場面を思い描いてみてく

ださい。１１章の最後で、ご自分を殺そうと企んだ者たちから逃れて、エフライムの町に滞在していたイ

エス様が、過越の祭りの「六日前」にベタニヤの町へとやって来ました。「六日」という数字は、何気ない

ものではありません、ある重大な出来事を指し示していました。イエス様が町に来たのは、十字架が六日

後に迫った最終段階であったということです。弟子に裏切られて、兵士に鞭打たれ、群衆にあざけられ、

何よりも罪と御怒りの苦しみをすべて十字架で味わう日が、目の前に迫っていました。神の子羊として、

この世に来られたお方が私たち罪人のためにほふられるクライマックスが、すぐそこまで近づいていた

のです。 

そして、そのような状況の中で持たれたのが愛する友人との晩餐会でした。別の福音書によれば、この

晩餐が行われたのは、以前ツァラアトに侵されていたシモンの家だったと言われています。少し考えて

みてください。この時、イエス様が集まっていた家には、どれほどの喜びが満ちあふれていたでしょう。

当時、ツァラアトという病は、感染力が強くて、汚れをもたらすものとして扱われていました。この病に

侵された人は、社会から完全に除外されて、家族や友人ですら近寄ろうとはしませんでした。完全な孤独

がそこにあったのです。このシモンという人物も、苦しみや悲しみ、痛みを味わいました。しかし、その

ような者がいやされ、ともに夕食を持っていたのです。また、同じ食卓には病をいやされた人だけではあ

りません。イエス様によってよみがえらされたラザロもいました。墓に入れられて４日経って、からだは

腐り始めて、だれの目にも生き返る可能性がないと思われていた彼が、「ラザロよ、出て来なさい」とい



う主の御声によって、生き返りました。ラザロは主のあわれみを味わいました。またそれだけではありま

せん。イエス様がいったいだれなのかということ、神の栄光を目の当たりにした姉妹マルタとマリヤの

うちには、当然大きな感謝があふれていたでしょう。この晩餐の席には、測り知ることのできない喜びが

あふれていました。イエス・キリスト、この方のなしたみわざの前に集まった人たちの心は、賛美やほめ

歌、喜びが満ちあふれていたのです。そして、その喜びの中、姉妹マルタは給仕すること、喜んで仕える

ことを通して、自分の感謝を表していました。マルタはいつもそのような人物だったのです。また、それ

に加えて、もうひとりの姉妹マリヤは、感謝を驚くべきかたちで表していました。そのかたちは、まず喜

んでささげるというものでした。続く３節の最初にこのように書かれていました。「マリヤは、非常に高価

な、純粋なナルドの香油三百グラムを取って、イエスの足に塗り、……」と。彼女はイエス様の足に、ナルド

の香油を塗っていました。 

▶ナルドの香油 

インドの北部、ヒマラヤ山脈の高原地帯に育つナルド草の根と穂から取れる油。この油がマリヤの手

に届くまでには、非常に多くの時間と労力がかかっていたということです。この時代は、もちろん飛行機

もトラックもありません。インドからイスラエルまで運ぶには、大変な困難が伴いました。だからこそ、

この香油は非常に価値のある高価なものだったのです。 

この後、イスカリオテのユダも５節でこのように言いました。「……この香油を三百デナリに売って、…

…」と。皆さん、計算してみてください、ご存じのとおり、1 デナリは当時の 1日分の賃金に相当する金

額です。つまり「三百デナリ」は、簡潔に言えば、ひとりの人のほぼ 1 年分の収入に値するほどの大金で

した。そして、そのような貴重なものを彼女はイエス様のためにささげていました。いやいやながらでし

ょうか。いいえ、だれかに強いられたからでしょうか。いいえ、香油の入った壺をシモンの家に持って来

たのはマリヤ自身でした。彼女は香油を塗るのを惜しみながらしていたのでしょうか。「ああもったいな

い、もったいない」と１滴、１滴しぶりながらしていたのでしょうか。いいえ、３００グラムあった油の

すべてをささげていました。マルコ１４：３に彼女のこのような姿が描かれています。「……ひとりの女が、

純粋で、非常に高価なナルド油の入った石膏のつぼを持って来て、そのつぼを割り、イエスの頭に注いだ。……」

と。彼女は油の入った壺を割って、香油すべてをその場でささげていました。あふれんばかりの油を主の

頭にも注ぎ、そして、何よりもその足に塗っていたのです。マリヤはイエス様のことを本当に愛していま

した。マリヤにとってイエス様は、香油以上に価値のあるお方でした。ですから彼女はそれをささげる時

に、みずから進んで惜しみなくささげました。自分の持てるものを彼女は喜んでささげていたのです。 

ひとりの牧師、アーサー・ピンクもこの点に関してこのように語っていました。「深い悲しみの中にあ

ったとき、主イエスは彼女とともに涙を流されました。その後には、兄弟を死から甦らせ、慈しみと憐み

をもって包み込まれました。そのように、まず愛してくださったお方に、彼女はどのように愛を示すこと

ができたのでしょう？彼女は、高価な香油の入った壺を持っていました。それは自分のために使うには

あまりにも高価なものでした。しかし、主のためであれば決して惜しいものではありませんでした。彼女

はその壺を取り、それを割って、主に注ぎました。それは、イエスに対する深い愛情、言葉では言い尽く

せないほどの慕う心、そして礼拝に満ちた献身の証だったのです。」と。 

果たして、私たち自身はどうでしょうか？イエス様のことを本当に愛しているでしょうか？主のため

に自分自身がささげることは、自分にとっての喜びになっているでしょうか？感謝なことに、私たちに

は数多くのものが、恵みによって与えられています。私たちのからだもお金も、持ち物も仕事も、また時

間もそうです。主はすべてのものを私たちが主のために用いて、主にささげるようにと信頼して託して

くださっています。そうだとすれば、私たちはそれらのものを惜しみなく、主のためにささげようとして

いるでしょうか？それとも、これは自分のものです。これくらいだったら無理なくささげられますと妥

協して、主に残り物をささげてはいないでしょうか？問われるのは、いつも何をささげるのかよりも、私



たちの心です。マリヤは自分が持てる最高のものをささげました。彼女にとって、イエス様は香油よりも

はるかに測り知れないくらい価値のあるお方でした。ですから、価値あるお方の前に何かをささげるこ

とは、彼女にとっては喜びだったのです。愛する主の価値を本当に知っている者にとって、犠牲は痛みで

はなく、喜びになるということです。それが、私たちがマリヤに見て取れる一つ目の模範でした。自分に

とって、本当に愛している方のために持てるものを喜んで、惜しみなくささげることが礼拝者に欠かせ

ない一つ目の態度でした。 

２． 進んでへりくだること ３ｂ節 

マリヤに見て取れる模範、二つ目は進んでへりくだることです。イエス様の価値を知っている者のう

ちには、惜しみなさだけではありません。謙遜が自然に生まれるというのです。３節後半からこのように

記されていました。「……イエスの足に塗り、彼女の髪の毛でイエスの足をぬぐった。家は香油のかおりでいっぱ

いになった。」と。 

▶イエスの足 

マリヤが香油を塗っていた場所は、どこだと言われていましたか？それは、イエス様の足でした。知っ

ている人もいると思いますけれども、この時代、だれかの足はさわるものではありませんでした。当時の

人たちは、裸足にサンダルのようなものを履いて、いろいろなところを歩き回っていました。道は今のよ

うな舗装されている水はけの良いものではありません。砂ぼこりは常に舞い上がっていて、泥だまりは

あちこちにあって、加えていろいろな動物の死骸や糞が散らばっていました。そのような外を歩いてい

た人の足は、どのようなものか想像できますよね。私たちが今、外に裸足で、サンダルを履いて出て行っ

たら、私たちもいろいろなもので足は汚く、臭くなります。しかし、それ以上でした。いろいろな臭いや

汚れで、足は真っ黒になっていたでしょう。だからこそ、汚い足を洗うのは、通常最も身分の低い奴隷が

する仕事でした。その行為があまりにも卑しくて、嫌われたものであったからこそ、この後、最後の晩餐

の席にあって、イエス様の弟子たちでさえ、だれもイエス様の足すら洗おうとしませんでした。それだけ

足なんて洗いたいものでも、さわりたいものでもなかったのです。しかし、そのような社会の中でマリヤ

はみずからイエス様の足元に寄りました。そして、足をさわって、油を塗っていたのです。彼女は愛する

主の前に自分から進んで、自分を奴隷の立場へと置いていました。皆さん、これだけでも驚きです。しか

し、さらに驚くことを彼女はここで行っていました。 

▶髪の毛 

彼女は主の足に、香油を塗っただけではありません、自分の髪の毛でぬぐっていました。パウロは、女

性が長い髪をしていたら、それは女性にとっての光栄、栄誉であると述べていました。Ⅰコリント１１：

１５にこのように書いています。「女が長い髪をしていたら、それは女の光栄であるということです。……」と。

また、この時代女性は、髪をくくらずに公の場に出ることは、決してあり得ませんでした。人前で髪をほ

どくことやおろすことは、恥とか不道徳のしるしと見なされていました。 

したがって、皆が見ている前で自分の髪をほどいておろす行為は、文化的にも社会的にもタブーだっ

たのです。この家に集まっていた人たちは、マリヤの行動を見て、衝撃を覚えたでしょう。突然、彼女が

イエス様の足をさわって、香油を塗っただけではなく、髪の毛をおろして、その足をぬぐっていたと。そ

れを見ている人たちの中には、受け入れられないような者たちだっていたでしょう。いったい彼女は何

をしているのでしょう、ああ、なんて恥ずかしいことをしているのでしょうかと。その場にいた者たちの

視線は、すべて彼女に注がれていました。香油の香りは、家全体に広がっていました。つまり、家全体の

者たちがマリヤの行動に気づいていたということです。しかし、マリヤはそのような人の目をいっさい

気にすることはありませんでした。彼女の目はイエス様だけを見ていました。ただ自分が愛しているお

方に目を留めて、人の目ではありません、自分の愛をへりくだって示していたのです。 



今私たちが生きているこの日本の社会にも恥の文化はあります。どのように人から見られるのか、自

分のことを人がどのように考えるのかが最も大きな関心になっていたりします。私たち自身も人の目を

気にして、本来なすべきことを後回しにすることがあったりします。自分でも正しいとわかっていたと

しても、人からどう思われるのかを恐れて、それをすることをためらうことがあります。どうすれば周り

の人から認められて、受け入れられるのか、そのことに心が奪われているようなことがあったりするの

です。私たちの心はどこを向きやすいのでしょうか――。ほかの人の目を考えているように見えて、結局

は自分自身のことです。私たちは自分のことを何よりも愛しているから、自分に何よりも目を向けてし

まうのです。私たちは自分が心で愛しているものに、自分の目を向けようとします。マリヤは心からイエ

ス様のことを愛していました。そのすばらしさや価値をよくわかっていました。したがって、人からどう

思われようとみずから進んで、自分を奴隷の立場に置きました。恥とみなされている髪の毛をおろす行

為で、自分の髪の毛で足をぬぐっていました。自分の光栄を主の足元に差し出していました。主だけに心

を奪われていた彼女にとって、ほかの人の視線や考えは、何の問題もなかったのです。これが、マリヤが

示していたへりくだりでした。 

この姿から、本当のへりくだりは、自分自身のことに心を奪われないことです。私たちは、自分をどう

低くさせるかや、どう低くできるかを考えたりしますけれども、へりくだりにおいて本当に大切なのは、

自分をどう低くできるかを考えることではありません。大切なのは、イエス様、神様に目を留めることで

す。自分とともにいてくださるお方が、どれほど力強く、偉大で、どれほどほめたたえられるべきお方な

のかがわかればわかるほど、私たちの頭は自然に下がっていきます。ヨハネの弟子たちが「みなイエス様

のほうに行きます」と、「どうしましょう」とあわてていた時に、バブテスマのヨハネはこのように言い

ました。ヨハネ３：３０に「あの方は盛んになり私は衰えなければなりません。」と記されています。彼の関

心にあったのは、人からの評価や関心、人気や人から慕われることでもありません、イエス様をどのよう

にしてほめたたえるかでした。私たちの心をイエス様が占める時、その偉大さやすばらしさが心を占め

る時、私たちは自分を大きく見せようとはしません。主を大きくしたいと願うようになります。それが主

を愛していたマリヤが示した模範でした。へりくだることが礼拝者に欠かせない二つ目の態度でした。 

３． すなおに信じること ４－８節 

マリヤのうちに見られる模範の三つ目は、すなおに信じることです。イエス様の価値を知っている者

のうちには、惜しみなさや謙遜に加えて、主に対するすなおさが自然に生まれるというのです。続きを見

てください。そこにはマリヤと対照的なイエス様への愛を持っていなかった人物が描かれていました。

４－６節にこのように書いています。「:4 ところが、弟子のひとりで、イエスを裏切ろうとしているイスカリ

オテ・ユダが言った。:5 「なぜ、この香油を三百デナリに売って、貧しい人々に施さなかったのか。」:6 しかしこ

う言ったのは、彼が貧しい人々のことを心にかけていたからではなく、彼は盗人であって、金入れを預かっていた

が、その中に収められたものを、いつも盗んでいたからである。」と。不思議だと思いませんか？人々の目の前

でなされていたのは、ひとりの女性が心からささげる愛の姿でした。彼女は自分が持てるものすべてで

イエス様のことを本当に愛そうとしていました。 

しかし、その光景がイエス様の弟子であるユダにとっては、無駄遣いにしか見えませんでした。「なん

とすばらしい行為なのでしょうか」という称賛ではありません。「なんと愚かな行為なのだ」という不平

不満に変わっていました。どうしてこれほどまでに喜ばしい行為が、違ったかたちで彼の目に映ってい

たのでしょうか？それは、彼の心が別のものを愛していたからでした。ユダはイエス様ではなく、お金を

愛していました。彼は盗人でした。そして、自分が愛しているものが、ないがしろにされているのを見た

ので、彼はそのことに対して憤りを覚えていたのです。非常に恐ろしいことだと思いませんか？イスカ

リオテ・ユダは、イエス様のそばに約３年の間いました。弟子たちの金入れを預かっている立場にありま

した。言い換えれば、弟子たちだけではありません。イエス様からも信頼を置かれていた人物だったとい



うのです。だからこそ、弟子のだれも最後の最後までユダが裏切ることを夢にも思っていませんでした。

表面上だけ見れば、彼は主を愛し、従う者でした。しかし、その内側は、主から遠く、遠く離れていまし

た。主のことを本当には知らず、別の主人、金銭を愛していました。 

そして、その結果、最終的に彼は祭司長たちにイエス様を売り払いました。いくらだったか覚えていま

すか？銀貨３０枚でした。これはマリヤがささげた香油のわずか３分の１ほどの値段でした。３００デ

ナリに腹を立てた者が、その３分の１のお金のためにイエス様を裏切っていたのです。イエス様が以前

教えていたとおりでした。マタイ６：２４にこのように書いています。「だれも、ふたりの主人に仕えるこ

とはできません。一方を憎んで他方を愛したり、一方を重んじて他方を軽んじたりするからです。あなたがたは、

神にも仕え、また富にも仕えるということはできません。」と。富を愛し、富に仕えたユダは、自分の愛する

ものをないがしろにされたことでマリヤをとがめました。イエス様に従おうとはしませんでした。愛す

る主に自分のすべてをささげていた者が、この時、みなの前で不当に責められていました。しかし、イエ

ス様が、その状況を良しとはされませんでした。主ご自身が、ご自分の者を守るために立ち上がられまし

た。マリヤの代わりに、イエス様ご自身が、彼女のことを弁護されたのです。 

そして、私たちは、イエス様の弁護のうちに、マリヤがイエス様に持っていた特別な思いを読み取るこ

とができました。７－８節にマリヤの持っていた思いをこのように書いています。「:7 イエスは言われた。

「そのままにしておきなさい。マリヤはわたしの葬りの日のために、それを取っておこうとしていたのです。:8 あ

なたがたは、貧しい人々とはいつもいっしょにいるが、わたしとはいつもいっしょにいるわけではないからです。」

と。「マリヤはわたしの葬りの日のために、それを取っておこうとしていた」と言われていました。「葬りの日の

ため」とはどういう意味でしょうか？理解する上で助けになることばが、マルコ１４：８にこのように書

いています。「この女は、自分にできることをしたのです。埋葬の用意にと、わたしのからだに、前もって油を塗

ってくれたのです。」と。マリヤの油は、イエス様の死に対する備えでした。言い換えるとマリヤはイエス

様がもう間もなく敵の手によって、十字架につけられ、死に渡されることを本気で信じていたというこ

とです。彼女は埋葬のために、イエス様の死に備えて、油を塗りました。イエス様の死、迫りくる悲惨な

現実を彼女はすなおに受け止めていたのです。 

どうしてこれが特別なことなのでしょうか？それは、イエス様の最もそばにいた十二弟子たちでさえ、

この現実をかたくなに信じようとはしていなかったからです。イエス様は公の場でも、個人的な場でも、

何度も、何度もご自分の死について語られていました。そのことばを聞いた弟子たちは、どのような反応

を取り続けたでしょうか？マタイ１６：２２でペテロはこのように言いました。イエス様がそのことを

伝えた後、このように言います。「……「主よ。神の御恵みがありますように。そんなことが、あなたに起こる

はずはありません。」」と。ペテロだけではありません、ほか弟子たちも同じでした。マルコ９：３１－３

２にこのように書いています。「:31 それは、イエスは弟子たちを教えて、「人の子は人々の手に引き渡され、彼

らはこれを殺す。しかし、殺されて、三日の後に、人の子はよみがえる」と話しておられたからである。:32 しか

し、弟子たちは、このみことばが理解できなかった。また、イエスに尋ねるのを恐れていた。」と。弟子たちは、

いっこうに理解しませんでした。彼らはそのようなことが自分たちの主に起こるはずはないと思い込み、

主のことばをそのまま受け入れようとはしませんでした。 

しかし、驚くべきことにマリヤは違いました。彼女はいつもどこにいましたか？彼女は主の足元で、多

くのみことば、主の教えに耳を傾け続けていました。おそらくその時に聞いたのでしょう。愛する自分の

主が、間もなく死なれるのだと。これほどまでにイエス様のことを愛していた彼女にとって、その知らせ

は受け入れがたい事実だったでしょう。しかし、それでも彼女はすなおに信じました。愛する主が言われ

ることに、すなおに耳を傾けて、そして、そのことばをすなおに受け入れていました。そして、死なれる

主のために、自分が用意した物を贈っていたのです。マリヤは自分に与えられた機会を逃しませんでし



た。いつもいっしょにいるわけでない、何よりも価値のあるお方にだけに目を留めて、その前にへりくだ

っていました。彼女の心はどこまでも従順でした。 

果たして、私たち自身はどうでしょうか？愛する主とそのことばの前に、私たちの態度は「神様、あな

たが言われるのであれば、どのようなことでも私はすなおに信じます」と、「それをすなおに受け入れま

す」というものでしょうか？それとも自分の考えや思いを優先して、自分に受け入れがたいものであれ

ば、かたくなに受け入れようとしない者でしょうか？マリヤはイエス様を愛していました。愛していた

お方からのことばは、彼女にとってすなおに受け入れたいものだったのです。 

さて、私たちはきょうマリヤの模範を見てきました。彼女は確かに自分の愛するお方のすばらしさや

価値を知っていました。ですから、彼女にとってささげることは苦痛ではなく、喜びでした。へりくだる

ことは、嫌々でもなく、恥でもなく、進んでやりたいことでした。彼女にとって、信じることは選択肢の

中の一つではありません。唯一の特権でした。彼女がこのような態度を取れたのは、彼女自身が特別な人

間だったからではないということです。マリヤは、イエス様がいったいだれなのか、自分に対して何をし

てくださったのかを正しく覚えていました。彼女は、自分の前でなされたみわざを忘れることがありま

せんでした。愛する主が自分のもとにやって来てくれて、自分の兄弟ラザロをよみがえらせてくれたこ

と、またそれを通して、ご自分こそがよみがえりであり、いのちであると示されたこと、神の子キリスト

であると示されたことから目をそらすことはありませんでした。そして、主に対する大きな感謝から、彼

女は礼拝をささげていたのです。 

絶対に勘違いしてほしくないのは、ここから出ていく時に、「私は何ができるでしょうか」とスタート

するのではありません。彼女の犠牲も、へりくだりも、献身も、従順も、それらすべては、まず自分を愛

してくれた方のすばらしさを覚えるところからスタートしたことを覚えていてください。そして、彼女

は、自分を愛してくださった方に対する感謝のゆえに、それをさまざまなかたちで表していたのです。彼

女のなしたことは感謝の応答でした。私たちも同じくらい、いやそれ以上に主に向かって、心からの感謝

や礼拝をささげることができるはずです。思い出し続けてください、イエス様は、隣の人のためではあり

ません、罪の中に死んでいた私やあなたのような罪人のためにこの世に来られ、十字架にかかって死ん

でくださいました。私たちにいのちを与えるために、いのちであるお方が、みずから自分のいのちをささ

げてくださいました。私たちがそれに値する存在だったからではありません。私たちはただ神様の前に、

かたくなに逆らい、神の御怒り、永遠の滅びこそがふさわしい者でした。 

しかし、そのようなどうしようもない私たちを主がまず愛して、ご自分を信じるすべての者に罪の赦

し、救いを与えてくださったのです。イエス様、神様が死んでいた私たちに永遠のいのちを、逆らってい

た私たちに、救い主であるイエス様を個人的に知ることができる特権を計り知れない恵みを通して与え

てくださいました。それを受けたのであれば、私たちは今どのように応答すべきでしょうか？イスカリ

オテ・ユダや祭司長たちと同じように、イエス様のことを拒み続け、憎み続けるでしょうか？そうではあ

りません。このすばらしい救い主、何にもまさる宝を、もし自分のこととして知らない方がいるのであれ

ば、自分の救い主として信じ受け入れることです。そして、それだけではなくて、この方に喜んで従って、

ほめたたえていくことです。皆さん、私たちに与えられたものは、何よりも価値のあるお方です。私たち

こそ賛美することができるはずです。“キリストに代わるものは何もありません”それを心に留めて、今

週もともに歩んでいきましょう。 

 


